





























































１） Ko-gi-ki: vecchie cose scritte: libro base dello shintoismo giapponese. Bari: Laterza, 1938. 同時代
の古事記欧文訳の事情などについてKlaus Antoni, “Creating a Sacred Narrative: Kojiki Studies 
and Shintō Nationalism”. Japanese Religions, 36, No. 1-2 (2011), pp. 3-30も参考になる。末に明治
以来の欧文訳古事記のリストも記載されている。
２） Il Giappone nei racconti e nelle leggende. Bari: Laterza, 1939. Il Ciuscingura: la vendetta dei 47 
ronin: studio sui testi originali giapponesi. Bari: Laterza, 1948.
３） “Akogi: Ballata in un atto di Seami Motokiyo”. Monumenta Nipponica, 2-2 (1939), pp. 551-72. 
“Okina, Il Vegliardo. La ballata più antica tra il No-gaku, la più sacra”. Monumenta Nipponica, 

































７） Laura Moretti, “Il fondo Marega: contenuti, potenzialità e significati della collezione di un 
singolare missionario-nipponista”. Salesianum, 68 (2006), pp. 745-81。Annibale Zambarbieri, 
“Per la comunicazione culturale: un’editrice e uno studioso italiano in Giappone”. Associazione 
Italiana per gli Studi Giapponesi, AISTUGIA, Atti del XXXIII convegno di studi sul Giappone, 
Milano, 24-26 settembre 2009, a cura di Andrea Maurizi (Milano: AISTUGIA, 2010), pp. 351-64.
８） Teresa Ciapparoni La Rocca, “Ricordo di Mario Marega (Gorizia 1902 – Brescia 1978)”. 
Associazione Italiana per gli Studi Giapponesi, AISTUGIA, Atti del XXVI convegno di studi 
sul Giappone, Torino, 26-28 settembre 2002 (Venezia: AISTUGIA, 2003), pp. 499-502. Giovanni 
Fedrigotti, “Centenario della nascita di P. Mario Marega (1902-1978), per 45 anni missionario in 









































に編纂された「自伝」はサレジオ会に関する情報源として評価されたい（Gaetano Compri, ed., 
Vincenzo Cimatti: l’autobiografia che lui non scrisse. Leumann (TO): Elledici, 2010）．日本語版も
あるようだが（『チマッティ神父　本人が書かなかった自叙伝』上・下、ドン・ボスコ社、2012年）、
未見である。チマッティが著したサレジオ会日本布教史としてBreve cronistoria dei primi 25 
anni di lavoro salesiano in Giappone. Tokyo, 1951という内部資料のガリ版があり、これをベース
に一般向けの本（Vincenzo Cimatti, Nell’impero del Sol Levante. Torino: Edizioni A.M.S., 1953）
も刊行された。











































































19） この諸事情については、オリビエ・シブルの解説は最も詳しい。Olivier Sibre, Le Saint-Siège et 
l'Extrême-Orient (Chine, Corée, Japon) : de Léon XIII à Pie XII (1880-1952). Rome: Publications 
de l'Ecole Française de Rome, 2012を参照。
20） そのような記念の意図は教皇ピウス11世が出発前の謁見において主張したものでもあり、当事者
の意識には根強くあったようである。Gaetano Compri, “The Beginning and the Development 
of the Salesian Work in Japan”, in Nestor C. Impelido (ed.), The Beginnings of the Salesian 
Presence in East Asia, Associazione cultori storia salesiana: Hong Kong, 2006, vol. 1, p. 68.


































22） 1922年から始まった九州地方の分割についてRégis Ladous, Le Vaticain et le Japon dans la guerre 
de la Grande Asie Orientale : la mission Marella (Paris: Desclée de Brouwer, 2010), pp. 78-81. 同
書はマレッラの役割に詳しい。ジャルディーニ、フマゾーニ・ビオンディなどによる教皇庁使節
の外交活動についてはSibre、前掲書を参照。
23） Compri, op. cit., pp. 73-77。
24） チマッティ「自伝」（Vincenzo Cimatti: l’autobiografia che luinon scrisse）、前掲、pp. 131-132。
Compri, op. cit., p.79も参照。






































29） “Memorie Cristiane della Regione di Oita”, Annali Lateranensi, 3 (1939), pp. 9-59; “E-fumi”, 
Monumenta Nipponica, 2-1 (1939), pp. 281-86;「豐後切支丹の書簡に就て」『歴史地理』79-6（1942）、
52-57頁；「臼杵第十四、第十五代藩主に關する文献」『歴史地理』82-1（1943）、32-37頁；“Documenti 
sulla storia della Chiesa in Giappone, gli editti di persecuzione del 1619, testi e note critiche”, 








































































聖母の騎士社、1985年を参照。その上、1932年以後の制度面などとの関連において Hans Martin 
Krämer, Untedrükung oder Integration? Die staatliche behandlung der katholischen Kirche in 
Japan, 1932 bis 1945 (Marburg: Fördeverein “Marburger Japan-Reihe”, 2002)も参考になる。マ
レッラの役割についてはLadous 前掲書が最も詳しいのだが、Olivier Sibre, “Le représentant 
pontifical, informateur privilégié du Saint-Siège, l’exemple du délégué apostolique Paolo Marella 
à Tokyo (1933-1949), in Pettinaroli, Laura (ed.), Le gouvernement pontifical sous Pie XI, pratiques 
romaines et gestion de l’universel (Rome: École Française de Rome, 2013), pp. 171-190も参照さ
れたい。靖国神社参拝拒否問題に関しては、Kate Nakai, “Coming to Terms with ‘Reverence 
at Shrines’: The 1932 Sophia University–Yasukuni Shrine Incident”, in Bernhard Scheid (ed.), 
Kami Ways in Nationalist Territory: Shinto Studies in Prewar Japan and the West (Vienna: 
Austrian Academy of Sciences, 2013), pp. 109–153を参照。
37） Lardous, op. cit., pp. 168-169.
38） 『カトリック新聞』昭和13年５月21日付記事。Zambarbieri, op, cit., p. 360 も参照。
39） 以下取り上げる、1948年のインタビューでは本人もそのように説明している。本稿161頁参照。










































































50） 書簡 57bis（1933年２月か）。“Ho trovato altre tombe cristiane presso Oita, in una pagoda. In tutto 
erano 185 tombe del tempo delle persecuzioni. Ho potuto comprare molti documenti antichi sui 
martiri e sugli apostati. Sono migliaia di documenti, che mi riempiono la camera. Sono del 1635. 
Sono sempre in mezzo a libri vecchi, a lettere, a documenti o in cerca di tombe. I risultati li 
faccio pubblicare dei giornali locali. Mons. Cimatti mi dice sempre di scrivere a Roma, ma non 
trovo il tempo. Saltano sempre fuori cose nuove.” 




























52） “Ogni volta che un damio veniva spodestato, parte degli archivi andava dispersa; l’archivio del 
castello di Usuki, invece, giunse in gran parte fino a noi; gli unici guasti che si devono deplorare 
sono i danni del tarlo, i guasti prodotti dai topi e le marachelle dei ragazzi della famiglia del 
custode, che usavano i documenti come carta straccia per gli esercizi di calligrafia. Alcuni 
registri sono illegibili; dal molto però che ci rimane intatto possiamo seguire con sicurezza 
alcune fasi della persecuzione.”（20頁）
53） 書簡171（1972年４月21日付）。
54） “Ora ne sto preparando la traduzione”.
55） “Nulla di straordinario. Essendo rimasto per parecchi anni nella stessa città (Oita), ebbi modo 
di fare molte conoscenze. Tutti sapevano che mi occupavo della storia delle Missioni. Vi fu chi 
mi indicò la casa dove si conservavano gli archivi dei principi feudali, che avevano governato la 

































56） Moretti, op. cit., pp. 750-51（M. DOC 8）。
57） “Così, un bel giorno uno degli arcieri (ad ogni adunanza vi erano circa 250 soci) mi avvisò che 
un discendente degli antichi samurai voleva disfarsi dell’archivio; mi indicò la casa ove potevo 
andare a vedere i documenti. Corsi là senz’altro. Molte persone cercavano le lettere con le 































59） “I documenti erano in un kura (edificio senza finestre, con pareti di fango, contro gli incendi) 
della casa riservata al daimio di Usuki, dopo il 1870. La casa era vicina alla biblioteca attuale. Il 
custode della casa dovette aver venduto, alla chetichella, vari mucchi di documenti ai rigattieri 
che solleticavano la vendita di roba vecchia. Così i documenti finirono sui banchi dei venditori di 























































































66） Margiaria, op. cit., pp. 95-96. 『一粒の麦地に落ちて―大分カトリック教会創立百周年記念誌』、前
掲には赤岩の写真が掲載され（45頁）、甥の赤岩日出男の回想も見られる。
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ものの方向づけにもなるであろう。そもそも、布教地の歴史研究に取り組むことはチマッティ
師の指示によるものであった。それは大分に移って職務の一面としてチマッティが位置付けた
ようであり、本人の人柄を考え、それはマレガに最も適した仕事だという判断であろう。史料
を集めるもう一つの目的は、あくまでも弾圧の記録を通して殉教者の名前を伝えることにあっ
た。だが、そのいわゆる宗教的な動機の裏に、彼自身の個人的な気持ちも読み取ることができる。
研究は、厳密な意味で布教活動とは矛盾しているかのように受けとめており、それに打ち込む
ことは自分の「エゴイズム」であると（おそらく、彼は調査を行うことに個人的な快楽を覚え
ていたのだろう）、家族に宛てた書簡で自己を責めている箇所が見られる。それとともに、そ
れらの行動を正当化する動きも見える。個人的には学問の成果を上げることでイタリアにいる
父親を喜ばせ、聖職者の道を選んだ際に失望させた親戚に対する一種の恩返しにもなると仄め
かす67）。だが同時に、この活動により学問的・文化的な場における権威を獲得し、宣教師とし
ての自分が地域社会に溶け込んでいくための力が強化されることも意識していた。チマッティ
師も繰り返し主張しているように、そのような活動はむしろ宣教師が現地社会（特に知識人の
世界）へ深く入り込むのを大いに助け、布教のためにも好意的で戦略的な選択のひとつであっ
た68）。
　また、このような発想からは、古文書を集めたことはどこまでマレガの個人的な事業であっ
たのかという素朴な疑問も生まれてくる。これには、サレジオ会だけでなく、もっと広い意味
で、日本カトリック教会及び教皇庁使節との関わり方について今後考察する必要があるだろう。
ただし、文書を購入するにあたり、マレガが自分の個人的な資金をつぎ込んだことはほぼ確実
である。布教支援の目的で親戚などから募金活動の結果、イタリアからの仕送りが度々あった
ことは書簡からも分かる。さらに語学講師もしており、その収入で文書を買うことは十分に可
能であったように思う69）。このような問題については、書簡の中に直接の手がかりを見出さず
とも、サレジオ会関係者は常識的にそのように推測していいだろうという。だが、マレガの人
格的な評価を考えてこの調査・研究活動が彼の性格や人柄に最も適したものとして認めており、
チマッティ師の手記にもあるように、会は絶えずサポートを欠かさなかった。例えば、『豊後
切支丹史料』を出版するための費用は個人の負担ではなく、サレジオ会の出版活動の中に位置
付けられる。また当然のことながら、バチカンとの関係づくりにおいても、マレガの仕事は会
の日本での成果の一つとして紹介されている70）。
　一方、研究活動だけでなく、ローマに文書を送ることに関しても、早い時期からマレガの仕
事のことを知っていた、上記の教皇使節パオロ・マレッラ（後に枢機卿となる）の配慮も想像
67） 書簡99（1938年２月12日付）。
68） 書簡92（1937年１月２日付）、98（1938年１月付）。註35も参照。
69） ラテン語、ドイツ語などを教えていた（書簡66、1934年１月10日付、69、1943年６月14日付参照）。
戦後も、別府大学（当時、別府女子専門学校）で同じくラテン語、ギリシャ語を教える。学長になっ
た佐藤義詮はフィグラ神父の回想録に所々登場もし、後年にそのような思い出話を綴る（「読書懐
古　マレガ博士のこと」『アルゴノート』10、1984年11月、2頁）。
70） 日誌　1932年２月８日付。チマッティ師はマレガに布教地（大分）の歴史研究をすることが職務
でもあると指示する。『豊後切支丹史料』続編の費用についてイタリア大使館の助成金もあったよ
うである。同上、1944年５月５日付を参照。
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することができる。マレッラは、1933年から1948年のあいだ日本に駐在しており、近年彼に関
する研究も盛んに行われ、非常に重要な時期に、教皇庁と日本の関係において中心的な役割を
担ったことが明らかになってきた。このことから、マレッラとマレガのつながりについては、
その詳細を跡付けるためのさらなる調査が必要である。マレガのいくつかの書簡から、両者の
あいだには親密な関係があったことがわかる。一方、マレッラ及びその側近たちは日本キリシ
タンの歴史研究について熟知しており、研究・調査を支援する目的で、さまざまな機会で自ら
の名前を出している71）。たとえば、1937年に出版された『大村藩古切支丹研究資料』にも彼の
序言が掲載されており、その意図はマレガのそれに極めて近いものであった。
　あと一つ残される課題として、次のようなこともあげられる。1920年代から1930年代には、
キリシタン関連の文献や資料の主だったコレクションができ上がる時期でもある。その時代に
は多くの知識人は、長いあいだ忘れられていた日本と近代初期のヨーロッパとの文化的接触に
関心を抱くようになり、それは当時、日本人の歴史的ルーツに対する一種のエキゾチックな趣
味のようなものにもなっていた。こうした観点から、広く読まれた新村出の論文やエッセーと
の関連も考えて、芥川龍之介の小説に含まれる切支丹物の物語が大衆的な人気を得たことにつ
いて言及するのは容易だろう。また、宗教研究および日本人キリスト教徒の観点からは、姉崎
正治の仕事がマレガによる調査の時期に並走している。マレガは姉崎の「迫害」に関する研究
についてよく知っており、豊後史料について、自分の仕事は姉崎博士を補足する側面もあると
1938年の論文の中で間接的にも言及している。このような広い視野のなかでこそ、マレガとい
う人物には適切な位置づけが与えられるのであり、彼の歴史研究の成果の価値もまた、十全に
認めることができるであろう。
71） 例えば、書簡150（1970年８月24日付）参照。
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マリオ・マレガ（1902 ～ 1978）略年表
1902−1918　幼少年期
− 1902年９月30日、モッサ（ゴリツィア市）に生まれる。
− 1918年、第一次世界大戦の戦況をうけてウィーンに移住。当地にあるサレジオ会の寄宿学校でギムナジウム
最後の学年（５年生）を終える。
− 1918年11月24日、大戦終了後すぐにスティリア州南部ヴェルンゼー〔Wernsee〕（現在はスロべニアのヴェル
ジェイ〔Veržej〕）にあるサレジオ会の修練院に入る。
1919−1923　イタリアでの教育
− トリノ（ヴァルセリーチェ）とラ・スペツィアで高等教育を受ける。
− 哲学の学位を取得。
1927−1929　イタリアでの司祭職と教職
− 1923−26年、トリノ（クロチェッタ）で神学を学ぶ。
− 1927年、叙階（リグーリア州サヴォナにて）。
− リグーリア州のラ・スペツィアとヴァラッツェにて教師となる。初期の書簡では、九州とリグーリア州の気
候をたびたび比較している。
− 1929年10月23日、27歳の時、ベネチアから日本に向けイタリア船ヴィミナーレ（ロイド・トリエスティーノ）
にて出港する。船上から家族に宛てた書簡が数通ある。
1930−1931　日本（宮崎）
− 1929年12月14日、５名のイタリア人修道女とともに神戸に到着。
− 1929年12月16日、合計10名の一団は宮崎に到着。
− 宮崎神学院にて教師となる。
− 1930年11月４日、同学院が宮崎から高鍋の新校舎に移転。彼は高鍋に約１年滞在し、その後、大分に移住する。
1932−1945　大分時代（第１期）
− おそらく1931年12月、大分に移住。
− 1932年１月、そこでの「新たな人生」が始まる（1932年１月24日付書簡）。
− 1935年４月１日より、大分教会の主任となる（1946年まで。チマッティ著「25周年の歴史」を参照）。
− 1935年頃より、出版準備中の古事記の翻訳によって有名になる。同書は1938年にイタリアで出版される（日
本全国紙の記事など）。
− 戦時下において、橋口日出子氏が文書の書き写し作業の手伝いをしている。
− 大分が爆撃される。宣教活動は崩壊（1945年７月17日）。
− １週間後、彼を含む九州の外国人宣教団はすべて熊本県南阿蘇村の栃木温泉に移動する。彼らは戦争終結ま
での約１ヶ月間、そこにとどまる（1967年９月26日の書簡）。
− 原爆投下から約２ヶ月後の広島を目にする。
− 1946年、出版物や講演会の一覧を含む彼の仕事に関する報告がなされる。
− 『豊後切支丹史料』正・続の２巻本が出版される（1942年と1946年）。
− 1945年末ごろ東京へ移動。1946年、そこで過ごすか。
1947−1948　アメリカとイタリアへの旅
− 当時の交通の事情もあり、アメリカ経由でイタリアへ一時帰国。
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− アメリカで大分教会などを再建する目的で資金も募る（宣教仲間のマルジャリア氏も1930年代に同様の目的
でアメリカを旅している）。
− ゴリツィアに帰郷する（親戚に会い、また何回かにわたり講演も行っている）。
− ピオ12世に接見する。
− ベネデット・クローチェに会う。
− 発見した文書についてのインタビューを受ける。同インタビューは『青年宣教（Gioventù missionaria）』24号、
1948年に掲載（複写をローマのサレジオ大学が所持）。
1948−1950　大分時代（第２期）
− 1949年、別府で教師となる（新しく開校された別府女子専門学校か。同校は、その後すぐに別府女子大学となり、
現在は別府大学となっている）。謝金の領収書が、バチカン図書館の文書のなかに見つかっている。
− 1966年12月１日の書簡で、同大学が発行している雑誌の記念号に寄稿するための論文を準備していると述べ
ている。
1950−1953　東京（第１期）
− 大分に戻る希望を忍耐強く持ち続ける。
− ついに、新しい宣教拠点が開かれる予定の臼杵に派遣される。
1953−1958　臼杵時代
− 1953年夏（６月？）より、臼杵に滞在。
− その期間親族に宛てた手紙はない。理解しがたい空白。
− 臼杵に建てられた新しい教会についての新聞記事がある（同記事は、現在もなお碑文谷所蔵文書に含まれて
いる）。
− 新発見のキリシタン遺物について新聞記事がある（同記事も、現在も碑文谷所蔵文書に含まれている）。
1959−1974　東京（第２期）
− サレジオ会の聖ヨハネ・ボスコの修道女たちが運営する、東京赤羽の星美学園にて教師となる（彼が1929年
に日本に来たとき、この修道女たちの最初の５名の集団と一緒だった）。
− １年に１回か２回（春休みと夏休み）、大阪と奈良を訪れ、そこから九州（大分の別府と中津）にも訪問する。
− 奈良のお水取りに関心を抱く（聖週間に行う儀式が影響していると考える）。
− 奈良の東大寺の僧侶たちと交友関係を結ぶ。
− 「１ヵ月に３回」、東京神田の古書店を訪れる。
− 日本において東方学会に定期的に参加する。
1974−1978　イタリアに帰国
− 1978年１月30日、ブレシアにて逝去。

